
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市教育委員会 

 

指導の改善策 
- 国語編 - 
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○今年度の国語の「正答率」「誤答例」「無解答率」などの詳細な分析から，
課題を洗い出し，小・中学校でそれぞれ，課題を解決するための国語科及
び他教科等における具体的な授業（指導）プランを作成しました。 

 

 

 

○言葉の力は，国語科のみならず，全ての教科・領域等の指導で意図的に育むことが大切です。発
達段階ごとの指導のポイントを教室掲示できる資料（名人シート）として整理しました。 

 
 

 

○初任段階からベテラン教員まで，「今さら聞けない」「今こそ聞きたい」国語科の授業づ
くりのポイントについてＱ＆Ａ形式で，資料と関連付けながら整理しました。 

 

 

 

○国語科の授業づくりを進める手順やその際に大切にしたいポイントについて，「単元編」
「本時編」として整理しました。 

 
 

 

○主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善のポイントとして，「見通し」，「対話」，
「振り返り」の工夫について，具体的な授業例において示しました。 

  
 

 

○自校の課題を踏まえ，授業者として，あるいは経営者として，教科等横断的にカリキュ
ラム・マネジメントできるよう，視点を「６つのＳ」として整理しました。 

 
 

 

○児童生徒がつまずいている状況から，深い学びの実現に導く発問や指示について，教科
等横断的に活用できる教師の言語技術として具体例とともに整理しました。 

 
 

 

○今年度の調査の課題となった設問に対応した問題のほか，これまでの課題も踏まえた，
本市の児童生徒のための学習プリントを１１枚，新たに作成しました。 

 

 
 
○小学校では令和２年度から，中学校では令和３年度から全面実施となる新学習指導要領

の指導事項を，９年間の連続性・発展性に着目できるよう横並びにしてまとめました。 
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■自分で人物を選ぶ。第二次・共通学習材での学び
を振り返り，第三次の学習の見通しをもたせると
ともに，それらを生かして伝記を読むことができ
るようにする。 

 

④
 

 

第
三
次 

 

＜主な学習活動＞         〔指導上の留意点〕 
 

 

 

 

 

 

①

 

■伝記を読み，その伝記で描かれている人物の「生
き方」について「最も心がひかれた生き方とその
理由」と「自分の生き方について考えたこと」の
教師の提示を基に，学習過程を考え，学習の見通
しをもつことができるようにする。 

⑤⑥選んだ人物の伝記を読み，その
人物の「生き方」について自分と
関係付けて考える。 

第
一
次 

⑦選んだ人物の生き方を通して，自
分の生き方についての考えをまと
める。 

第
二
次 

■伝記に描かれている人物の「最も心がひかれた生
き方とその理由」について，グループや全体での
交流を通して，自分の生き方についての考えをも
つことができるようにする。 

 

■伝記を読み，描かれている人物の行動や考え方を
中心に，疑問に思ったことや感動したことなどを
まとめ，その後の交流に生かすことができるよう
にする。 

 
 

 

 

○目的に応じて複数の本や文章を選んで読み，内容を的確に押さえ 

ながら，自分の考えを明確にする力（読むこと イ・ウ・オ） 

単元を通して
行う言語活動 

■疑問に思ったことや感動したことを中心にグル
ープや全体で交流することを通して，自分の疑問
を解決したり，その人物の「生き方」について考
えを深めたりすることができるようにする。 

 

②教科書教材を読み，最も心がひかれ
た浜口儀兵衛の生き方とその理由
について自分の考えをまとめる。 

 
 
 

 

第５学年「伝記を読んで，自分の生き方について考えよう」教科書 P１５８ 
 

単元を通して
身に付けさせ
たい力 

■大切にしている行動や考え方を出し合いながら，
生き方について考えることの意義や目的を共有
し，伝記に描かれた人物の「生き方」を通して，
自分の生き方について考えるという単元を通し
た課題意識をもつことができるようにする。 

③教科書教材や関連する教材等を
読み，それらを関係付けて浜口儀
兵衛の生き方を考え，自分の考え
をまとめる。 

 

 

 

課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

小１三 調べたことを報告する文章を書く（「公衆電話」） 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の     に，「２ 

調査の内容と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書く。 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年及び第６学年〕書ウ 

 
旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① 必要な情報を複数の資料から取り出すことができない。 
② 自分の考えの根拠となる事実を見付けることができない。 
＜身に付けさせたい資質・能力＞   
・目的や意図に応じて，複数の情報を根拠にして考えをまとめる力。（小５，６ 読むこと イ） 

 



- 3 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伝
記
を
読
ん
で
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
は
？ 

 
 

・関
係
の
あ
り
そ
う
な
他
の
部
分
を
読
む 

 
 

・別
の
本
を
読
む 

自
分
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に
、
教
科
書
の
他
の

部
分
や
別
の
本
を
読
み
、
考
え
を
深
め
よ
う
。 

めあて ふり返り 

・複
数
の
文
章
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、 

ど
の
よ
う
な
よ
さ
が
あ
り
ま
し
た
か
。 

・今
日
の
学
習
は
、
自
分
で
選
ん
だ
伝
記
を
読
む 

学
習
に
ど
の
よ
う
に
生
か
せ
そ
う
で
す
か
。 

 

「疑問を解決するため」
という目的意識を明確に
するとともに，本時の学
習で複数の資料に当たる
必要感をもたせることに
より，児童の学習意欲が
高まります。 

複数の文章から得た情報を生かして， 
もう一度前時の課題に取り組むことによ
って，複数の根拠を基にして，考えをま
とめる力を育みます。 

複
数
の
文
章
か
ら
情
報
を
得
る
た
め
に 

児童が限られた授業時間の中で 
「複数の文章から情報を得ること」
のよさを実感できるよう，事前に選
書して準備することや，グループで
相談しながら活動できるようにす
るなどの工夫が大切です。 

        必要な情報が書かれた複数の文章を読み，自分の考えを広げることができ 
る。（読むこと イ） 第２次 ③／７ 

本授業例は，前時に浜口儀兵衛の生き方についていて魅力を感じたことについて考えをまとめた際に生じ
た自分の疑問を解決するために，教科書教材や関連する教材等を読み，それらを関係付けることを通して，
自分の考えを広げたり深めたりすることをねらったものです。 

【教師のかかわり① 
→必要感をもたせる】 

◆自分の疑問を解決するには，
前時までに読んだ部分だけで
は情報が足りないことに気付
かせ，複数の資料を活用する
必要性を確認します。 

 
 
 【教師の発問①】 

疑問を解決するには， 
どうしたらよいかな。 

【児童の反応例①】 
A：今読んでいるところには，疑問の答

えが見付けられない。 

B：教科書の他の部分を読んだらどうだ
ろう。 

C：浜口儀兵衛に関係する別の本を読ん

でもよさそうだね。 
 
 

 
 

 

教科書の他の部分や別の本を
読み，疑問を解決しよう！ 

【教師のかかわり② 
→自力で読み進める見通しをもたせる】 
◆疑問を解決するためにどのよ
うに図書を活用できるか，活
動させる前に見通しをもたせ
せます。 

【教師のかかわり③ 
→自分の考えをまとめさせる】 
◆各自の集めた情報を全体で交
流し，改めて「儀兵衛の生き
方」について考えさせること
により，考えの広がりや深ま
りに気付かせます。 

 
 
 

【教師の発問②】 
知りたい情報は，どのように 
手に入れたらよいかな。 

【教師の発問③】 
「儀兵衛の生き方」について， 
自分の考えはどう変わったかな。 

【児童の反応例②】 
A：教科書だけに注目しても限られた情

報しか見付からないね。 

B： 教科書以外の本からも見付けられ
そうだね。 

C： 別の本の見出しや目次に注目すると，

知りたい情報が見付かりそうだよ。 
 
 

 
 

 

【児童の思考例③】 
A：政治家になったということは，やっぱり人の

ために働くことを大切にしてるんだな。 

B：村の人々の流出を防ぐための再建計画
が，「堤防づくり」だったのか。 

C：自分の夢が叶わなかったのに，国のため

に人を育てようなんてすごい。 
 
 

 
 

 

目次や見出しなどを活用する
とともに，別の本からも情報
を手に入れてみよう！ 

複数の本を読むことで，疑問
を解決して考えを深めること
ができた！ 

 

み
ん
な
の
疑
問 

 
 

・な
ぜ
こ
こ
ま
で
自
分
を
犠
牲
に
で
き
る
の
か
？ 

 
 

・こ
の
後
ど
ん
な
人
生
を
送
った
の
か
？ 

 
 

・若
い
と
き
は
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か 

 
 

・人
生
で
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
何
か
？ 

 

○
「浜
口
儀
兵
衛
」は
ヤ
マ
サ
醤
油
の
社
長
に
代
々
伝 

わ
る
名
前
。
こ
の
儀
兵
衛
は
七
代
目
。 

○
儀
兵
衛
は
こ
の
後
政
治
家
に
な
った
。 

○
儀
兵
衛
が
投
じ
た
私
財
は
二
億
円
以
上
。 

○
堤
防
づ
く
り
を
給
料
を
払
う
仕
事
と
す
る
こ
と
で 

村
人
の
流
出
を
防
い
だ
。 

○
若
い
頃
、
海
外
へ
留
学
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た 

が
、
実
現
で
き
な
か
った
。 

○
学
校
を
創
立
し
て
、
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
だ
。 

○
貧
し
い
人
で
も
学
べ
る
よ
う
に
、
援
助
し
た
。 

そ
の
中
に
は
、
勝
海
舟
も
い
た
。 

複
数
の
文
章
か
ら
得
た
情
報 

○
目
次
や
見
出
し
を
活
用
す
る 

○
段
落
ご
と
に
必
要
な
情
報
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
探
す 

○
多
く
の
本
に
目
を
通
す 

 

発問 自分が考える「儀兵衛の生き方」に関係し
ている情報はどれですか。【関係性に着目させる】 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

小１三 調べたことを報告する文章を書く（「公衆電話」） 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の    に，「２ 

調査の内容と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書く。 

 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① 必要な情報を複数の資料から取り出すことができない。 
② 自分の考えの根拠となる事実を見付けることができない。 
＜活用することを通して，定着を図りたい資質・能力＞ 
・自分の考えと，その根拠となる事実を複数の資料から取り出して書く力。（小５，６ 書くこと ウ） 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 言葉の力の活用 

○前時までに整理した「現在の家の工夫」「観光」「農業」
についてまとめたカードと根拠とした資料を確認する。 

 
 
 
 
○カードを読み合い，次の視点で見直しながら，書き加え
たり，書き直したりして修正する。（グループ） 

 ・特徴的な事実が資料から取り出されているか。 
 ・資料を踏まえた考えがまとめられているか。 
 
○修正した内容を踏まえ，分担してリーフレットを書く。（グループ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○リーフレットの編集後記を作成する。（グループ） 
 
○リーフレットを交流し，単元の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年及び第６学年〕書ウ 
 

社会科の 
本時の目標 

沖縄県の人々が自然条件に合わせたくらしや産業の工夫をしていることをとらえ，

調べたことや考えたことを表現することができる。（観察・資料活用の技能４／４） 

第５学年 社会科 「あたたかい土地のくらし―沖縄島―」教科書 P４４ 

 本授業プランは，社会科の学習において，沖縄の人々の暮らしや産業の様子をまとめる際に，自分の
考えを伝えるために資料から目的に応じて必要な情報を取り出すよう働きかけることにより，資料を基
にして思考を深める学習の実現を目指すものです。また，こうした活用を通して，「自分の考えと，そ
の根拠となる事実を複数の資料から取り出して書く力」の一層の定着を図ります。 

 
（小）第５･６学年 B書くこと ウ 
 
事実と感想，意見などとを区別す
るとともに目的に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりすること。 

か 

発問沖縄県のことを伝えるリー

フレットにするために，欠かせ

ない条件はなんですか。 

【条件を明確化させる】 

 
 
指示一人一人の情報を持ち寄っ
て，次の条件で編集後記をまと
めましょう。 
①「現在の家の工夫」「観光」「農
業」の３つの内容から情報を
取り上げること 

②１２０字以上，１５０字以内
でまとめること 

言葉の力を生かす・育む 

活用する指導事項 

めあて 沖縄県の人々のくらしや産業の様子につい
て，学んできたことをリーフレットにまとめよう。 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

小３二 目的に応じて，質問を工夫する。 

畳職人への【インタビューの様子】の    の場面における，質問

の工夫として適切なものを選択する。 

 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① インタビューの受け手が，インタビュアーの質問に答えることが難しいと感じている状況を捉えるこ
とができない。 

＜活用することを通して，定着を図りたい資質・能力＞ 
・話の展開に沿って，目的に応じた質問をする力。（小５，６ 話すこと・聞くこと エ） 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 言葉の力の活用 

○興味をもった旭川の施設について調べてきたことや，よ
り詳しく知るために，施設に行ってインタビューする計
画を立てていたことを確認する。 

 
 
 
 
○国語科で学習した質問のつくり方を想起する。 
 
 
 
 
 
○イメージマップ，インタビューメモをつくる。（個人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年及び第６学年〕話・聞 エ 

総合の 
本時の目標 

インタビューで，自分が知りたい情報を得るために，話の展開を想定して質

問を考えることができる。（９／４０時間目）（思考・判断・表現） 

第５学年 総合的な学習の時間 「旭川ＰＲ大使になろう！」（地域） 

 本授業プランは，総合的な学習の時間において，インタビューの質問を考える際に，イメージマップ
を活用し，「必ず聞く質問」と「必要に応じて聞く質問」を考えることにより，必要な情報を得るイン
タビューの実現を目指すものです。また，こうした活用を通して，「話の展開に沿って，目的に応じた
質問をする力」の一層の定着を図ります。 

 
（小）第５･６学年 Ａ話すこと・聞くこと エ  
話し手の意図をとらえながら聞
き，自分の意見と比べるなどして
考えをまとめること。 

 

 

 
発問イメージマップを基にして，
「必ず聞く質問」と，その質問に対
する相手の回答によって「必要に応
じて聞く質問」を考えましょう。 

 

言葉の力を生かす・育む 

活用する指導事項 

HP等で集めた情報を基にして 
① 事前調査ワークシートにまとめる 
② ①を基に，イメージマップをつくる 
③ ②を基に，インタビューメモをつくる 

今日は 
②と③の 
学習だ！ 

めあて 必要な情報を得るために，よりよい質問を考え
よう。 

◆
イ
メ
ー
ジ
マ
ッ
プ
を
基
に 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
メ
モ
を
つ
く
る 

 

①
質
問
の
順
番
を
考
え
る 

 

②
必
ず
聞
く
こ
と
（
二
つ
） 

 

③
必
要
に
応
じ
て
聞
く
こ
と
（
三
つ
ず
つ
） 

 

※
内
容
は
５W

1
H

を
使
っ
て
具
体
的
に 

必ず 
聞くこと 

必要に 
応じて 
聞くこと 

集めた 
情報 

 

発問知りたい情報が得られる質
問になっていますか。 

言葉の力を生かす・育む 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

小１四(1)ア，ウ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で
正しく使う。 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の中の――――ア及び 

――――ウを，漢字を使って書き直す。 

（調査のたいしょう，かんしんをもってもらいたい） 
 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① 同音異義語の漢字を正しく書くことができない。 
② 文の中で使われる言葉を正しく漢字で書くことができない。 
＜活用することを通して，定着を図りたい資質・能力＞ 
・自分が書く文章において，正しく漢字を書く力。（小５，６ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 （１）ウ（ア）） 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 言葉の力の活用 

○遠足で心に残った出来事について，フリートークで交流
する。 

 
 
 
 
○作文する際に気をつけることを整理する。 
 ・心に残ったことを中心に書く 
 ・１８０字以上２００字以内で書く 
 ・書き終わった後は，「名人シート」で推敲する 
 
○遠足の作文を書く。（個人） 
 
○名人シート「推敲」を活用して，推敲する。 
（作文を書き終えた児童から随時） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○互いの作文を読み合って，感想を伝え合う。 
（推敲が終わった児童から随時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第５学年及び第６学年〕伝国 (1)ウ(ア) 

朝学習の 
目標 

心に残った出来事について，思いが伝わるように工夫して文章を書くことが

できる。 

第３学年 朝学習 「遠足の作文を書こう」 

 本指導プランは，朝学習の時間に行事の作文を書く活動において，推敲する際に「名人シート」を活用し，
作文の質を高めることをねらいとしています。また，推敲の視点として漢字に着目させることにより，「生き
た文章の中で活用できる知識」として漢字を書く力の一層の定着を図ります。作文指導は，様々なねらいを
設定することが可能ですが，児童の実態に応じ，本プランのように漢字に着目させることも方法の一つです。 

 
（小）第３･４学年 伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項 （１）ウ（イ） 
第３学年及び第４学年の各学年において
は，学年別漢字配当表の当該学年までに配
当されている漢字を読むこと。また，当該
学年の前の学年までに配当されている漢字
を書き，文や文章の中で使うとともに，当
該学年に配当されている漢字を漸次書き，
文や文章の中で使うこと。 

指示今日の推敲は，漢字のチェッ
クを最重点にします。直しを行う
際は，消しゴムで消さず，赤鉛筆
で横に書きましょう。 
【焦点化する】 

言葉の力を生かす・育む 

活用する指導事項 

めあて 心に残ったことが伝わるように，遠足の作文を
書こう。 

 

発問文章を書き終わった後に，

大切なことは何ですか。 

 
指示よいところを見付けながら読
みましょう。併せて，漢字の間違い
を見付けたら指摘してあげましょう。 

言葉の力を生かす・育む 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

小１四(２) 文と文との意味のつながりを考えながら，接続語を使っ
て内容を分けて書く。 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の    の１文を，

接続語「そこで」を使って２文に分けて書き直す。 

 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① ２つの内容に分けて書く箇所を適切に捉えられていない。 
② ２つの文に分けた際，適切な文末表現に整えることができない。 
＜活用することを通して，定着を図りたい資質・能力＞ 
・自分が書いた文を，目的に応じ，接続語を使って適切な長さの文に書き分ける力。 

（小５，６ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 （１）イ（ク）） 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 言葉の力の活用 

○学校で発生している，あるいは発生しそうになった事故
について交流する。 

 
 
 
 
○名人シート「話すとき」を活用して，全校朝会で伝える
内容を考える。 

 
○決めたことを呼びかける原稿をつくる。（グループ） 
 
○名人シート「推敲」から，音声言語で伝える際は， 
１文が長いと分かりにくいことに気付く。 

 
○「あさひかわ国語プリント②」を活用し，長い１文を 
２文に直す練習をしてから，原稿を修正する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
○名人シート「話すとき」を活用して発表の練習をする。 
（原稿が完成したグループから随時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第３学年及び第４学年〕伝国 (1)イ(ク) 

児童会活動 
の目標 

全校児童が事故に遭わないよう，安全な生活を心がける意識を高めるための

注意喚起を行う発表原稿をつくることができる。（１／１） 

第５・６学年 児童会活動 「安全な生活を呼びかけよう」 

 本指導プランは，委員会活動で全校児童への呼びかけを考える活動において，音声言語で相手に分かりや
すく伝えるためには１文を短くすることが大切であることに気付き，発表の質を高めることをねらいとして
います。また，分かりやすく伝えられたことを実感することにより，「自分が書いた文を目的に応じ，接続語
を使って適切な長さの文に書き分ける力」の定着を図ります。 

 
（小）第５･６学年 伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項 （１）イ（ク） 
 
指示語や接続語が文と文との意

味のつながりに果たす役割を理解
し，使うこと。 

指示長い１文を，接続詞を使っ

て２文に直す練習をしよう。 

言葉の力を生かす・育む 

活用する指導事項 

めあて 全校児童が，事故に遭わないように，安全な生活を
心がける意識を高めるための呼びかけを考えよう。 

 

発問名人シート（推敲）で原稿

をチェックします。特に，声に

出して伝える際に気を付けるこ

とは何ですか。 

 

発問みんなが全校朝会でこの発

表をする目的は何だったかな。 

【総括的に見通しをもたせる】 

言葉の力を生かす・育む 
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第
三
次 

 

＜主な学習活動＞         〔指導上の留意点〕 
 

 

 

 

 

 

第
一
次 
第
二
次 

○根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように 

工夫して書く力（書くこと イ・ウ） 
 

単元を通して
行う言語活動 

単元を通して
身に付けさせ
たい力 

課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

中学校３二 伝えたい事柄について，根拠を明確にして書く。 

文章を読み，グラフの情報を根拠として，意見文の下書きに商店街

の「魅力」の具体例を書く。 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第１学年〕書ウ 

 
旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① グラフから，自分が伝えたい情報を捉えられていない。 
② 伝えたい情報を自分の主張とうまくつなげて書けていない。 
＜身に付けさせたい資質・能力＞   
・自分の考えを伝えるために，根拠となる情報と結び付けて書く力。  （中１ 書くこと ウ） 

 

第１学年「根拠を明確にして魅力を伝えよう」教科書Ｐ１８０ 

■スクリーンや大判印刷を活用し，絵
画に対する興味や関心をもたせるよ
う工夫をする。 

※生徒が興味をもてるよう，多数の絵
画作品を用意する。 

※鑑賞文を書くに当たって，絵画に対
する自分の意見を自由に言えるよう
な環境となるよう配慮する。 

②教科書に示された絵画（ルノワー

ル）と教材文から，鑑賞文の特徴

について理解する。 

③教科書に示された絵画（ゴッホの

自画像）を例にして，自分が伝え

たいことと，根拠となる具体的な

特徴を結び付けて文章を書く。 

■第３次で書く鑑賞文につながる活動

であることを意識させることによ

り，目的意識をもって，課題に取り

組むことができるようにする。 

④⑤第２次の学びを生かして，自分

が選んだ絵画の鑑賞文を書き，

交流する。 

■第２次の学習を生かすとともに，名人

シート（レポート作成，推敲）を活用

する。 

■同じ作品を選んだ鑑賞文を比較し，多

様な感じ方があることのよさや，表現

の工夫について，気付かせます。 

①鑑賞文を書くことに興味をもち，

根拠を示して自分の考えを書く

学習の必要感をもつ。また，自分

の好きな絵画に対しての自分の

感想をもつ。 
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めあて 

「思いを伝えるためには，
根拠を明確にする必要が
ある」ことを実感させると
ともに，第３次の活動に生
かすために，こうした書き
方を身に付ける本時の学
習の必要感をもたせます。 

生徒の考えを数例板書させ，①と②を
全体で確認しながら色分けした線を引
き，関連付いているか確認します。 
その後，各自のノートにも２色の線を
引かせ，本時のめあてを達成できたか
確認します。必要に応じて，直しの時
間を確保するなどの配慮が必要です。 
 

①の例を赤，②の例を青で示すなどし
て意識を高めるとともに，全体交流で
材料を整理してから個人思考させる
ことにより，どの生徒も自分の考えを
もてるよう配慮します。生徒の実情に
応じて，具体的なモデルを示してから
個人思考させることも考えられます。 

        感じたことと根拠を関連付けて文章を書くことができる。（書くこと ウ） 第２次 ③／５ 

本授業例は，自分が選んだ絵画の鑑賞文を書くためには，伝えたいこととともに，根拠となる絵画の特徴
を関連付けて記述することが必要であることを知り，教科書に掲載されている絵画を用いて，そうした力
を身に付けさせることをねらったものです。 

 

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
、
根
拠
と
つ
な
げ

て
文
章
を
書
こ
う
。 

 

ふり返り 

「灰色のフェルト

帽の自画像」 

（フィンセント・

ファン・ゴッホ 

①
感
じ
た
・想
像
し
た
こ
と
（伝
え
た
い
自
分
の
思
い
） 

②
絵
画
の
具
体
的
な
特
徴
（根
拠
） 

 

根
拠
が
な
い
と 

思
い
が
十
分
伝
わ
ら
な
い 

根
拠
を
明
確
に
し
て
鑑
賞
文
を
書
こ
う 

 

・自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に 

工
夫
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。 

・自
分
で
選
ん
だ
絵
画
の
鑑
賞
文
を
書
く
際
、 

今
日
の
学
び
を
ど
の
よ
う
に
生
か
せ
そ
う
で
す
か
。 

【教師のかかわり① 
→必要感をもたせる】 

◆教科書に掲載されているゴッホ
の自画像を題材にして，思いと
根拠を関連付けて書くことでの
必要感をもたせます。 

【教師の発問①】 
自分の思いを伝えるためには，
どんな書き方の工夫が必要かな。 

【生徒の反応例①】 
A：「この絵は不安になる」と言われて

も，それだけでは伝わらない。 

B：どうして不安になるのか，具体的な
特徴を根拠にしたらいいね。 

C：自分が選んだ絵画の鑑賞文を書くときに

も，この書き方が必要になるな。 
 
 

 
 

 

伝えたいこと伝えるために，具
体的な特徴と関連付けて書ける
ようになるぞ！ 

【教師のかかわり② 
→自力で課題解決する見通しをもたせる】 
◆考えを構成する材料例を多く
例示することにより，どの生
徒も伝えたいこととその根拠
を見付けて，関連付けて書け
るようにします。 

 
 
 

【教師の発問②】 
ゴッホの絵を見て，どの特徴か
らどんなことを感じますか。 

【生徒の反応例②】 
A：全体的に暗い色合いだから，不安に

なるんじゃないかな。 
B：短い線で描いていて，ぐるぐる円を

描いてるのも不気味だよね。 

C：自分は，ゴッホがすごく厳しい表情
をしているところが気になるよ。 

 

 
 
 

 

みんなの感じ方を参考にして，
自分が感じたこととその根拠を
関連付けて書いてみよう！ 

【教師のかかわり③ 
→自分の考えを評価させる】 

◆全体で交流し確認する活動の
後，個人思考した自分の考え
を評価させ，できたことを実
感させるとともに，必要に応
じて手直しさせます。 

 
 
 

【教師の発問③】 
自分の感じたことを根拠とつな
げて書くことができているかな。 

【生徒の反応例③】 
A：ゴッホの悲しみを伝えるために，必

要となる根拠を関連付けて書けた。 
B：特徴は多く書けたけど，自分が伝えたい

ことが曖昧だったから明記しよう。 
C：ゴッホの表情についても書き加えた

方が，説得力が高まりそうだ。 

 
 
 

 

 

根拠と関連付けることを意識すると，
思いが伝わる文が書けたから，第３次
でもこのことを生かしたい！ 

つなげる 

不
安
に
な
る 

暗
い
色
合
い 

不
安
に
な
る 

顔
を
中
心
と
し
た
同
心
円 

太
い
線
描 

険
し
い
表
情 

背
景
に
赤
い
点
描 

緊
張
感
が
あ
る 

ゴ
ッ
ホ
の
悲
し
み 

わ
た
し
は
，
こ
の
絵
を
見
る
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う
。
全
体
的

に
暗
い
色
合
い
で
あ
り
、
ぐ
る
ぐ
る
と
円
を
描
く
線
描
の
タ
ッ
チ

も
そ
う
し
た
感
情
を
増
幅
さ
せ
る
。 

見
る
者
に
緊
張
感
を
与
え
る
作
品
で
あ
る
。
ま
ず
、
ゴ
ッ
ホ
の
険

し
い
表
情
に
目
が
と
ま
る
。
そ
の
顔
を
中
心
と
し
た
線
描
が
、
ゴ

ッ
ホ
の
悲
し
み
や
苦
し
み
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

ゴ
ッ
ホ
の
深
い
苦
悩
を
感
じ
る
。
険
し
い
表
情
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
暗
い
色
合
い
の
点
描
が
そ
う
し
た
負
の
感
情
を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も

に
，
背
景
に
混
じ
る
赤
色
が
、
怒
り
や
痛
み
を
連
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

中学校３二 伝えたい事柄について，根拠を明確にして書く。 

文章を読み，グラフの情報を根拠として，意見文の下書きに商店街
の「魅力」の具体例を書く。 

 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

① グラフから，自分が伝えたい情報を捉えられていない。 
② 伝えたい情報を自分の主張とうまくつなげて書けていない。 
＜活用することを通して，定着を図りたい資質・能力＞ 
・自分の考えが伝わるように，根拠を明確にして書くこと。 （中１ 書くこと ウ） 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 言葉の力の活用 

○作品を制作中のピカソの写真（Ｐ４０・４５）を見る。 

○教師から，ピカソの生き方についての説明を聞く。 

○谷川俊太郎の詩「生きる」（Ｐ４０・４５）を読む。 

○ピカソにとって「生きる」とはどんなことだったのか，

写真や既習の知識から想像したことを交流する。 

 

 

 

○「ゲルニカ」を見て，描かれた人や生き物の声，思いな

どを想像し，メモする。（個人） 

○それぞれの考えを交流する。（グループ） 

 

 

 

 

 

 

○交流を通して気付いたことを確認する。（全体） 

 

○めあてについての自分の考えをまとめる。（個人） 

○本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第１学年〕書ウ 
 

美術科の 
本時の目標 

写真と詩から，ピカソにとっての「生きる」とは何かを考え，「ゲルニカ」

に込められたピカソの思いについて考える。（鑑賞１／１） 

第２学年 美術科 鑑賞「ゲルニカ，明日への願い」 教科書Ｐ４０ 

 本授業プランは，美術科の鑑賞の学習において，感じたことや考えの交流の際に，根拠を明確にする
よう働きかけ，部分に着目する意識を高めたり，多様な気付きを生み出したりすることにより，質の高
い鑑賞の実現を目指すものです。また，こうした活用を通して，「自分の考えが伝わるように，根拠を
明確にして書く力」の一層の定着を図ります。 

【交流のイメージ】 
Ａ：表情に注目したときに不満や不安を感じた。特に天を仰ぐような表

情が多いと思う。 

Ｂ：私は手に注目したよ。手を見ると皆傷ついているように描かれてい

るから，戦争の悲惨について表現していると思う。 

Ｃ：確かに二人が言うように描かれているね。僕はなんとなく不気味な

感じがするってことくらいかなぁ。 

Ｄ：どの部分で不気味だと思うの？  …（話合いは続く） 

めあて「ゲルニカ」に込められたピカソの思いについ

て考えよう。 

 
（中）第１学年 B書くこと ウ 
伝えたい事実や事柄について，自
分の考えや気持ちを根拠を明確に
して書くこと。 

 

指示「感じたこと」と，そのよ
うに感じた根拠となる「部分」
をワークシートにメモしましょ
う。 

 
指示 
①何をどのように感じたのか，
②どうしてそう感じたのか， 
の２点が明らかになるように，メモ
を生かしながら，話し合いましょう。 

言葉の力を生かす・育む 

 

指示 
①「ゲルニカ」に込めたピカソ
の思い， 
②そう考えた根拠となる「ピカ
ソの生き方」や「『ゲルニカ』か
ら感じたこと」， 
の２点が明らかになるように書
きましょう。 

言葉の力を生かす・育む 

活用する指導事項 
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課題の見られた問題の出題の趣旨及び概要 

中１四 封筒の書き方を理解して書く。 

「声の広場」への投稿を封筒で郵送するために，投稿先の名前と住
所を書く。 

 

 

旭川の子どもたちは，ここでつまずいた！ 

①敬称「御中」を正しく使用することができない。 
②投稿先の名前と住所の正しい内容を書くことができない。 
＜活用することを通して，定着を図りたい資質・能力＞ 
・手紙の書き方を理解し，正確に書く力。（中１ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（２）ア） 

 

 

 

 

 

学 習 活 動 言葉の力の活用 

○前時までに，礼状の下書きが終了したことを確認し，本

時の学習課題を確認する。 

 

 

 

○「あさひかわ国語プリント⑦」を活用して，正しい手紙

の書き方について意識を高める。（個人，グループ） 

 ・日付，自分の名前， 

相手の名前の位置 

 ・相手方に応じた敬称 

 ・頭語や結語 

 ・時候のあいさつ 

 

○名人シート「推敲」を活用して， 

手紙の下書きを推敲する。（個人） 

 

 

○正しい書き方で宛名等を書くとともに，下書きを清書し，

礼状を仕上げる。（個人） 

○完成した手紙を互いに読み合い，よさを共有する。 

（手紙を書き終えた生徒から随時） 

○学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領における領域・内容 

〔第１学年〕伝国（２）ア 
 

総合の 
本時の目標 

職業体験でお世話になった企業等に対し，感謝の気持ちが伝わる礼状を書く

ことができる。（知識・技能 ２０／２７） 

第 2 学年 総合的な学習の時間 「働くことについて考えよう」 

 本授業プランは，総合的な学習の時間において，お世話になった企業等に礼状を書く際に，国語科で
学習した手紙の正しい書き方について確認して書くことにより，感謝の気持ちが一層伝わる礼状にする
ことをねらいとしています。また，こうした活用を通して，「手紙の書き方を理解し，正確に書く力」
の一層の定着を図ります。 

めあて 感謝の気持ちが伝わるよう，正しい書き方で礼

状を完成させよう。 

 
（中）第１学年 伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項（２）ア 
字形を整え，文字の大きさ，配列
などについて理解して，楷書で書
くこと。 

 

指示正しい手紙の書き方につい

て理解できているか，プリント

で確認してみましょう。 

言葉の力を生かす・育む 

 
指示その他の手紙を書く際に気
を付けるポイントについても，
国語Ｐ２９０「手紙の書き方」
で確認しましょう。 

言葉の力を生かす・育む 

活用する指導事項 

 
発問もし自分がこの手紙を受け

立った立場だとしたら，どう感

じるだろうか。 

【仮定する】 

言葉の力を生かす・育む 
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人前で話すことや話し合うこと，目的に応じて調べて書くことや書いた文章を見直す
こと，これらの活動は，国語科の指導事項でありますが，多くの教科や領域においても
行われる活動でもあります。 
他教科等で活用する際は，発達段階に応じて，当該学年の指導事項を踏まえることに

より，当該教科等の学びの成果を一層高めることになりますし，言葉の力も，繰り返し
活用されることにより磨かれ，一層確かなものになります。 
９年間の系統性を見取ることができるよう一覧にした教師用資料「名人ポイント」と，

各学級に掲示したり，個別に印刷してものをラミネート加工して手持ちにしたりする
などして活用できる，児童生徒用の「名人シート」を作成しました。 
 「名人ポイント」「名人シート」のいずれも，ホームページからダウンロードすること
ができますので，市内の各教室で積極的に活用されることを期待しています。 

教師用資料 
名人ポイント 

 

「話すとき」 

「話合い」 

「レポート（情報収

集・整理）」 

「レポート（記述）」 

「推敲」 

の，５つの活動につ

いて，国語科の指導

事項を基にして，当

該学年で活用する際

のポイントについ

て，発達段階の系統

性を横並びで比較で

きるよう一覧表にま

とめました。 

また，小学校編と中

学校編を作成してお

り，それぞれ，小・

中学校のつながりが

見えるようになって

います。 
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【小学校低学年用】 

 

 
 

【小学校中学年用】 

 

 
 

【小学校高学年用】 

 

 

 

【中学校第１学年用】 

 

 
 

【中学校第２学年用】 

 

 
 

【中学校第３学年用】 

 

 

話すときのポイント 
児童生徒用 
名人シート 
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【小学校低学年用】 

 

 
 

【小学校中学年用】 

 

 
 

【小学校高学年用】 

 

 

 

【中学校第１学年用】 

 

 
 

【中学校第２学年用】 

 

 
 

【中学校第３学年用】 

 

 

話し合いのポイント 
児童生徒用 
名人シート 
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【小学校低学年用】 

 

 
 

【小学校中学年用】 

 

 
 

【小学校高学年用】 

 

 

 

【中学校第１学年用】 

 

 
 

【中学校第２学年用】 

 

 
 

【中学校第３学年用】 

 

 

レポート作成のポイント【情報収集・整理編】 
児童生徒用 
名人シート 
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【小学校低学年用】 

 

 
 

【小学校中学年用】 

 

 
 

【小学校高学年用】 

 

 

 

【中学校第１学年用】 

 

 
 

【中学校第２学年用】 

 

 
 

【中学校第３学年用】 

 

 

レポート作成のポイント【記述編】 
児童生徒用 
名人シート 
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【小学校低学年用】 

 

 
 

【小学校中学年用】 

 

 
 

【小学校高学年用】 

 

 

 

【中学校第１学年用】 

 

 
 

【中学校第２学年用】 

 

 
 

【中学校第３学年用】 

 

 

推敲のポイント 
児童生徒用 
名人シート 
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Ｑ２ 

どんな言語活動を 
設定すればいいの？ 

Answer 

 単元の指導事項に合った言語活動
を設定しましょう。子どもの実態に合わせ

て，やってみたい！と思わせるような活動を設定

しましょう。   Ｐ2０＜Step2＞へGo！ 

Ｑ１ 

教材研究は 
どうやればいいの？ 

Answer 

 国語科は教科書「を」教えるのではなく，教

科書「で」教える教科です。その教材でど

のような力を身に付けさせるのかという点を意

識し，常に指導事項を確認しながら教材研究をす

すめましょう。  Ｐ2０＜Step1＞へGo！ 

Ｑ４ 

１時間の授業のまと
めは必要なの？ 

Answer 

 子どもたちが解釈した内容を一つに絞るよう

な，板書するためのまとめは必要ありません。授

業の終末に，もう一度考える場面を設定するな

ど，子どもたち一人一人が課題に対するまとめを

行えるようにしましょう。また，目標に正対
させて，振り返りを行いましょう。 

    Ｐ2１＜終末＞へGo！ 

 

 

 

詳しくはｐ16へGo！ 

「国語の授業って，どうつくればいいの？」 

現場の先生方から，よく聞かれます。内容教科でないことが，その一因であると思います。

ここでは，「今さら聞けない」「今こそ聞きたい」国語科の授業づくりのポイントについて，

本改善策のこの後の内容と関連付けながら示します。 

 

Ｑ３ 

話合いってどうさせ
ればいいの？ 

Answer 

 考えを一つに絞るのか，意見を交流して考えを

広げるのかなど話合いのゴールを明確にし，子ど

も自身がそのゴールを自覚していることが大切

です。話合いの目的によって人数や形
式が変わります。 Ｐ2１＜展開＞へGo！ 
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Ｑ８ 

並行読書は，どのよ
うにやればいいの？ 

Answer 

 並行読書が目的ではありません。指導事項
を身に付けさせるために，教科書教材と

関連した本や文章を読むことが効果的な場合に

は，ねらいに合わせて選書して，取り入れるよう

にしましょう。選書については，学校司書に相談

してみるのもよいでしょう。 

Ｑ７ 

発問に対し，教師側の意図
や予想とは違う答えが返
ってくることが多い。どう
したらいいの？ 

Answer 

 子どもは教師側が想像もしなかった答えを出

すことがあります。予想外の答えをした子どもに

なぜそのように考えたのか説明を求

めたり，良い答えと比較してどの部分

が欠けているのかなどを解説し、納得させてあげ

たりするといいですね。 

Ｑ９ 

全文掲示はどのよう
に取り入れればいい
の？ 

Answer 

 全文掲示が目的ではありません。場面や段落ご

との内容を詳細に読み取るのではなく，文章全
体に何が書かれているかを捉えた
り，複数の叙述を関連付けたりする
ことに効果的な場合は，実態に応じて取り入れる

ようにしましょう。 

Ｑ６ 

国語で身に付けた力が
他の教科で使えるよう
にするためには？ 

Answer 

 他の教科のねらいを達成するために国語で

身に付けた力を意図的，効果的に活
用できるようカリキュラム・マネジメントの

視点で他の教科の年間指導計画や単元の配列に

目を向けてみましょう。     Ｐ2４へGo！ 

Ｑ５ 

国語の評価は 
どうすればいいの？ 

Answer 

 指導事項と照らし合わせて，教師側で明確

な基準をもっておくことが大切。くれぐ

れも教師の感覚による評価にならないようにし

ましょう。 Ｐ2３＜課題解決のＰＯＩＮＴ＞へ Go！ 
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 単元編 

 各学校の教育課程からその単元で身に付けさせたい指導事項を明確に

し，単元の目標を設定しましょう。複数の指導事項が示されている場合

は，重点を置く指導事項を決め，身に付けさせたい力をより焦点化する

ことが大切です。 

 あわせて，その目標を達成した児童生徒のゴールの姿を明確にしまし

ょう。単元の終末における理想の振り返りを具体的にイメージすること

で，身に付けさせたい力やその力を身に付けさせるために必要となる手

立てが明らかになります。 

 

 単元を通して，Ｓｔｅｐ１で明確にした目標とする力を身に付

け，目指すゴールの姿へ到達させるための言語活動を設定します。

言語活動を設定する際には右の４つのポイントに留意することが

大切です。 

言語活動が決まったら，指導者自身がその言語活動を実際に行

ってみることが重要です。実際に行うことで，児童生徒がつまず

きそうな点を知ることができ，そのための手立てを工夫すること

につながります。単元の導入で学習モデルとして児童生徒に提示

することも見通しをもたせるために有効な手立てとなります。 

 

第１次では，児童生徒の興味・関心を高める工夫をしたり，学習

モデルを提示するなどして単元の見通しや学習への必要感をもた

せたりすることが大切です。 

第２次では，単元を通して行う言語活動と結び付いた学習活動を

通して，単元の目標となる言葉の力を身に付けさせることが必要で

す。言語活動自体が目的化しないよう，各時間において，どの指導

事項を指導するのかを明確にすることも大切です。 

第３次では，単元を通した作成物や表現活動を交流したり，改め

て見直したりすることで，自分にどんな力が身に付いたのか，何が

できるようになったのかを明らかにさせることが大切です。また，

身に付けた力を活用できる場面をイメージさせることにより，今後

の学習や生活場面に生かそうとする態度を育むことも大切です。 

指導事項 

単元の目標 

単元のゴール 

身に付けさせたい力が身に

付く言語活動 

「やってみたい」，「面白そ

うだ」を喚起する言語活動 

児童生徒の実態を踏まえた

言語活動 

汎用性があり，生活場面で

活用可能な言語活動 

 

○単元の見通し 

○必要感・意欲化 

 

○単元を通した言語活動と

の関連 

○指導事項の明確化 

 

○身に付けた力の自覚 

○活用しようとする態度 

第１次 

第２次 

第３次 
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 本時編 

 単元の目標を達成するための本時の目

標を設定し，目標の達成につながる学習課

題を設定します。本時の目標を設定する際

は，どの指導事項に基づくかを明確にする

ことが必要です。また，全ての児童生徒が

達成できるよう，１時間の目標は１つの指

導事項に絞ることが大切です。 

児童生徒に学習課題を提示する際には，

単元の学習計画表等を使って，単元全体の

課題解決のために本時がどのような意味

をもつかについて意識させることも大切

です。 

課題の設定に当たっては，「○○しよう」

という活動のみを示すのではなく，学習活

動の方法と目的に加え，目標の達成に向け

た手立てを明確にすることにより，「でき

そうだ」「やってみたい」という意欲が高

まり，主体的な学びの実現につながります。 

 

展開場面では，課題の解決に向けて，

個人で思考する場面とともに，対話を通

して考えを広げ深めることが大切です。 

また，交流の後，自分が一度，言葉で

表現したり理解したりした内容を改めて

捉え直すことにより，考えを深めること

につながります。 

 

 終末場面においては，課題に対する最終的な自分の考えをまとめたり，できるようになったことを

表現したりする場面を設定することが大切です。これらは，児童生徒一人一人が異なるものであるた

め，全体で一つの「まとめ」に収束させることに固執する必要はありません。そのようなまとめの後，

１時間の学びを通して，本時の目標と正対して自分にどのくらい力が付いたか，何ができるようにな

ったかを自覚できるよう振り返らせましょう。そのためには，導入場面で児童生徒に本時のゴールの

姿を明確にしておくことや，振り返りを行う際に教師が観点を明示することが大切です。また，児童

生徒が授業の冒頭と終末における自分の変容を視覚的に捉えられるよう工夫することも大切です。 

 
 グッドモデルやバッドモデル，エラーモデルなどを示

すことにより，学習活動の方法や本時の課題解決に向け

た視点を明確にし，見通しもたせることができます。 

 
 課題設定の際，例えば次のような条件を明らかにする

ことにより，課題解決の視点が明確になります。 

○考えとその根拠を明確にする ○字数を制限する  

○資料から引用する ○複数の叙述を根拠とする 

 
 見通しをもたせる際，次のような言語意識をもたせる

ことも大切です。 

①目的意識  ②相手意識  ③方法意識 

④場面・条件意識  ⑤評価意識 

 

 
ペア，グループ，全体などねらいに合った学習形態を

取り入れることが大切です。その際，方法や目的，条件

などの視点を明らかにしてから活動させましょう。 

学 習 形 態 

 
児童生徒の思考の状況に応じて，新たな視点を示した

り，課題解決に向けて方向付けたりすることが大切です。 

発 問 ・ 指 示 

・ 指 示 
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＜主な学習活動＞          
 
 

 

 

 

 

 

 

 

第
一
次 

第
二
次 

小学校第５学年「わらぐつの中の神様」Ｐ２００ 

第
三
次 

２時間 

⑥⑦ 自分が選んだ物語のお
もしろさについて，考えを
まとめ，ブックトークで伝
え合う。 

  
 

 

 

 

 

 

 

○ 物語の構成要素に着目し，物語のおもしろさに気付き 
ながら読む力 

単元を 
通して身に 
付けさせたい
力 

 

主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善のポイント 
 

Ｐ２０，２１の「国語科の授業づ
くりのステップ」に合わせて，授
業づくりを行いましょう。 

①自分が選んだ物語のおもし
ろさを伝え合うブックトー
クに興味をもち，単元の学
習の見通しをもつ。 

③④⑤ 題名，人物，物語の
構成，表現の効果を視点に，
教材文のおもしろさについ
て考えをまとめる。 

②教材文を読み，登場人物の
相互関係や心情などについ
て描写を基に捉える。 

 

 

 指導事項を基にして
焦点化しましょう。 

見通し 

 
身に付けさせたい力を
付けるのに最適な言語
活動を設定しましょう。 
 

 

活動や方法のみにとどまらず，「できそうだ」「やってみたい」という意
欲を高められるよう，目的意識や必要感をもたせる工夫をしましょう。 

対話や交流自体が目的化しないよう留意し，目標の達成に向け，
考えが広がったり深まったりするよう，論点を設定しましょう。 

目標に正対し，身に付けた力を実感したり，その力を今後に生かそうと
する意欲をもったりできるよう，観点を明確に示しましょう。 

対話 

振り返り 

 

 

 

教師がモデルを示すなどして 
単元を通した言語活動である 
「ブックトーク」への興味や 

見通しをもたせ，「やってみたい」という 
気持ちを高めます。また，ブックトークに
必要な力を身に付けるため，第２次の学習
の必要感をもたせます。 

 

見通し 

 

振り返り 

 

 

 

対話 
第３次でのブックトークを 
関連付けながら，それぞれの 
時間において指導事項を焦

点化して目標を設定しましょう。（ブッ
クトークを行うための「作業」にならな
いよう注意しましょう） 
また，目標の達成に向けて対話する場面
を意図的・計画的に設定しましょう。 
 

ブックトーク自体が目的で 
はありません。単元の目標に

正対させて，言葉の力が身に付いたこと
を実感させるとともに，その力を活用し
ようとする態度を育みましょう。 
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本時の目標 
叙述に着目して，題名「わらぐつの中の神様」に込められた 

作者の意図について自分の考えをもつことができる。（３/７時間目）【読むこと エ】 

 
指導事項を基にして
焦点化しましょう。 

よ
い
聞
き
手
に
な
ろ
う 

よ
い
聞
き
手
に
な
ろ
う 

よ
い
聞
き
手
に
な
ろ
う 

よ
い
聞
き
手
に
な
る
た
め
に
は
？ 

 
 

・話
し
手
か
ら
多
く
の
話
を
引
き
出
す 

 
 

 

→
話
の
中
心
に
気
を
付
け
て
聞
く 

わ
ら
ぐ
つ
の
中
の
神
様 

作
者
が
題
名
で
表
し
た
か
った
も
の
は
何
か
、 

自
分
の
考
え
を
も
と
う
。 

めあて 
ふり返り 違

う
題
名
を
考
え
る
と
し
た
ら
… 

・そ
の
わ
ら
ぐ
つ
、
く
ん
な
い  

・不
細
工
な
わ
ら
ぐ
つ 

・大
工
と
お
み
つ  

・わ
ら
ぐ
つ
と
雪
げ
た 

違う題名の案とその理由につ
いてフリートークすることを
通して，本時の課題の必要感
を生み出します。 
また，本時の流れ，ゴールの
姿，課題解決の条件を明確に
することで 1 時間の授業の見
通しをもたせます。 

発問 もし，自分がこの物語に

違う題名を付けるとしたら，ど

んな題名を付けますか。理由と

併せて交流してみましょう。 

「題名で表したかったもの」
と「根拠となる叙述」を紐付
けながら，複数の意見を関連
付けたり，統合したりするな
どして考えを整理します。 

発問 「神様」という言葉に着

目した人はいませんか。 

【視点を転換する】 

指示 確認をします。条件の
①に当たるところには，赤鉛
筆で直線を，二文目以降の「文
中の言葉」には波線を引きま
しょう。 
２種類の線が引けた人は手を
挙げなさい。→全員，今日の
めあてが達成できましたね。 

児童がじっくりと思考して
まとめる場面や，できたこ
とを自覚できる場面，でき
るようになったことを生か
そうとする意欲を高める場
面を設定します。 

説明 今日の授業では，まず自

分で考えてみましょう。その後，

交流を通していろいろな考えを

共有してから，最終的な自分の

考えをまとめます。 

決まった正解はありません。自

分の考えとその根拠を書くこと

ができれば，めあては達成です。 

交流を通して，より自分が納得

できる考えに深めることができ

るとよいですね。 

指示 素晴らしい考えがたく
さんあがりました。はじめに書
いた自分の考えと比べて似て
いるところと違うところを探
してみましょう。 
【共通点・相違点に着目させる】 

指示 観点に沿って，今日の

学習を振り返りましょう。 

自
分
の
考
え 

【条
件
】①
題
名
で
表
し
た
か
った
も
の
→
一
文
目 

②
そ
の
理
由
を
文
中
の
言
葉
を
使
って 

→
二
文
目
以
降 

み
ん
な
の
考
え 

   

① 

② 

自
分
の
考
え 

 

指示 めあてについて，最終的
な自分の考えをノートにまと
めましょう。忘れてはいけない
ことは何だったでしょうか。 
【条件を明確化する】 

④ 

⑤ 

 

条件に基づいて書くことが
できているかを確実に評価
することで，叙述から根拠
を明確にして，自分の考え
をまとめる力を育む。 

⑥ 

・  ①
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
自
分
の
考

え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。 

②
今
日
の
考
え
を
、
ど
の
よ
う
に
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
に

生
か
せ
そ
う
で
す
か
。 

 

（状況に応じて） 

発問 違う視点で考えた人は

いますか。 

【視点を転換する】 

③ 

○
わ
ら
ぐ
つ
の
よ
さ 

 

○
一
生
懸
命
仕
事
を
す 

る
こ
と
の
大
切
さ 

 

○
家
族
が
仲
良
く
す
る

こ
と
の
尊
さ 

 
○
物
を
大
切
に
す
る
こ

と
の
価
値 

 

○
相
手
を
思
い
や
る
心
の

美
し
さ 

 

わ
ら
ぐ
つ
は
い
い
も
ん
だ 

 

格
好
が
悪
く
て
も
、 

は
く
人
が
は
き
や
す
い 

 

使
う
人
の
身
に
な
って
… 

い
い
仕
事
って
も
ん
だ 

 

心
を
込
め
て
作
った
も
の
に 

は
神
様
が
入
って
… 

そ
れ
を
作
った
人
も
神
様 

 

雪
げ
た
の
中
に
も
神
様 

が
い
る
か
も
… 

  
P202・14 P208・11 P216・1 P214・11 P218・12 
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 言語能力は，学習の基盤となる資質・能力であり，国語科を要としつつ，教科等横断的

に身に付けさせることが必要です。そのためには，国語科を中心としてカリキュラム・マ

ネジメントの充実を図ることが大切です。 

 授業者として，校内の学力向上担当者として，教務担当者として，管理職として，様々

な立場からカリキュラム・マネジメントを進める際の視点となる「６つのＳ」を示しました。 

取材する 

●学校評価，保護者・児

童生徒アンケート 

●  

●チャレンジテスト 

●  

●知能検査，ＣＲＴ，道

徳性検査 

●校内児童生徒理解研修 

●ノート，レポート 等 

 

 

 

○

 

○国語科を中心としつ

つ，他教科等の言葉の

実態を取材する 

取材する 

改善・解決したい課題
の明確化から始まる 
仕事も，改善・解決し

□学校で共有できる「言

葉の力」をイメージし

ているか 

□自校の「言葉の力」の

実態は，他教科等の工

夫の成果であることを

共有できているか 

□課題の背景・原因を日

常生活や他教科の実践

にも求め，掘り起こそ

うとしているか 

●校内研修等でＫＪ的操

作などにより構造化 

※児童生徒の将来にとっ

て重要な「言葉の力」

とは何か，という問い

に対する答えとして 

●特色ある学校づくりや

生徒指導との関連 

等 

 

 

 

○検証・反省を行うため，

課題を焦点化する 

○

 

焦点化する 

課題を踏まえた目標設
定には焦点化が必要化
から始まる

□「学校の意思」といっ

ていいほどの意義・価

値を有する目標である

か 

□目標の内容や項目数は

整理されており，理解

が容易であるか 

□国語科や他教科・他領

域の願いに共通する部

分が焦点化されている

か 

●【教職員】各種会議，

校内研修，学年部会，

教科部会，日常実践等 

●【児童生徒】教科ガイ

ダンス，通信，各種集

会等 

●【保護者】ＰＴＡ総会，

参観日，懇談会，学校

通信，学年通信  等 

 

 

 

 

○

 

○児童生徒，保護者，教職

員，それぞれに分かりや

すい工夫をする 

浸透する 

目標の実現には，方向
性や方法の浸透が必要 

□浸透させる文言には，

対象者をその気にさせ

る工夫があるか 

□なぜその方向性である

か，根拠は明確であり，

分かりやすいか 

□方向性には，児童生徒

の心をゆさぶるおもし

ろい（興味深い）実践

が見え隠れするか 

 

 

目
的
（
考
え
方
） 

  

方
法
（
具
体
的
実
践
） 

 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

６
つ
の
Ｓ 
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●教科担当，学年，分掌

等の連携の具体化・シ

ステム化 

●国語科のみならず，他

教科に活用できる規準

の開発 

●教育課程への位置付け

や改善の仕組み作り 

          等 

 

 

 

○属人的な発想では短期

間かつ限定的にしか成

功しない 

○

 

組織化する 

目標実現に向け，組織
の仕組みを位置付ける 

□組織的に継続・安定し

て取組を推進できるプ

ランとなっているか 

□他教科・領域等で，何

に取り組み，努力すれ

ばよいか，理解されて

いるか 

□教育課程にどのように

位置付け，改善するか

の手立てが明らかにな

っているか 

●自校の児童生徒にとって

一層必要な言葉の力の探

究・明確化 

●言葉の力の向上を図る場

面及び教師の働きかけの

具体の洗練 

●

  等 

 

 

 

○先例をなぞるだけでは，

組織や人の活力は衰える 

○他教科との連携の中で言

葉の力を高める視点から

の評価・改善を行う 

新展開する 

モチベーションの向上に
は新たな展開が必要 

□育成を目指す言葉の力

は，児童生徒に将来必要

となる力であるか 

□小中学校９年間を見通し

た，中長期的な視点から

授業づくりがなされてい

るか 

□児童生徒が，言語生活を

楽しむための底力として

の言葉の力は身に付きつ

つあるか 

●他教科・領域等における

書き言葉表記等様子の観

察と分析 

●日常会話等話し言葉の様

子の観察と分析 

●全国学力・学習状況調査

の児童生徒質問紙調査 

●単元テスト，定期テスト，

チャレンジテスト   等 

 

 

 

○

 

○単元・年間・９年間の学

びを通して，身に付ける

確かな見通しをもつ 

努力の向こうにある
を描く 

□

 

□必然性をもって話合い等

の言語活動に取り組ませ

ているか 

□将来の職業人・社会人と

しての技術やマナーと結

び付けて価値付けること

ができるか 

○下記の「６つのＳ」は，順序を示すものではありません。また，サイクルのような一

定の繰り返しを表すものでもありません。 

○例えば「取材する」は，年度当初だけ行えばよいというものではなく，定期的あるい

は不定期的に，１年を通して機能させねばならないものです。 

○一定の方向性や方針の下，組織的かつ具体的な取組を通して，目標を達成する「ＳＴ

ＯＲＹを描く」ことが大切です。その途中に「挫け」があったとき，教室の指導者と

して，組織の経営者として，理性的で合理的な再スタートを切ることができるよう，

リーダーシップを発揮することが，マネジメントを進める上で重要になります。 
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児童生徒の 

思考の状況 
 

教師の 

ねらい 

言語 

技術 
具体的な発問・指示 

思考の方向性

にズレが生じ

ている 

○目標・目的を想起
させたい 

 
○目的と手段を区
別させたい 

総括的に
見通しを
もたせる 

○この時間は，何ができるようになればよいのだっ
たかな？ 

○この単元では，どんなことにたどり着きたいのだ
ったかな？ 

○何の目的で話合いをしていたのだったかな？  
例）みんなが全校朝会でこの発表をする目的は何

だったかな。Ｐ７ 

課題に対する

思考にズレが

生じている 

○複数条件を明確
化したい 

 
○複数条件とする
必要性や必然性
に気付かせたい 

条件を 
明確化す
る 

○忘れてはいけないことは，何と何かな？ 
○条件が１つの場合と，２つの場合でどんな違いが 
生まれるかな？  

例）沖縄県のことを伝えるリーフレットにするた

めに，欠かせない条件はなんですか。Ｐ４ 

課題に対する

思考が浅い 

○仮定を与え，変化
を想像させたい 

 
○仮定を吟味し，予
想させたい 

仮定する 

○仮に～であったなら，どう変わるだろうか？ 
○～だった場合と，…だった場合を考えると，どの
ようなことが想定されますか？  

例）もし自分がこの手紙を受け取った立場だとし

たら，どう感じるだろうか。Ｐ１１ 

課題に対する

思考が停滞し

ている 

○視点を与え，想像
させたい 

 
○対話等により，新
しい視点や認識
を発見させたい 

視点を 
転換する 

○～だったら，どう考えられるだろう？ 
○例えば～で考えてみたら，どう思う？ 
○別の視点から見た人や，新たな考え方を見付けた   
人はいないかな？  

例）「神様」という言葉に着目した人はいませんか。Ｐ２３ 

課題に対する

思考が停滞し

ている 

○両者の変化を動
的に捉えさせたい 

 
○両者の関係性を
見付けさせたい 

関係性に
着目させ
る 

○～を変化させると，…はどう変わるだろうか？ 
○～の変化に，…はどのように関係しているだろうか？ 
○両者の変化の様子から考えると，～と…はどのよ 
うな関係といえるだろうか？  

例）自分が考える「儀兵衛の生き方」に関係して
いる情報はどれですか。Ｐ３ 

複数の意見か

ら，自分の考え

を深められて

いない 

○比較して違いを
明確にさせたい 

 
○共通点を見いだ
して考えを確か
なものにしたい 

共通点・ 
相違点に
着目させ
る 

○2つの考え方の違いをはっきりさせよう。どのよ
うな違いがあると言えるかな？ 

○（友だちの発表を聞く際）自分と同じ考えだった
らその部分に線を引き，違う考えだったら要点を
メモしましょう。  

例）（たくさん出た意見の中から）自分の考えと比べて，
似ているところと違うところを探してみましょう。Ｐ２３ 

複数の意見か

ら，自分の考え

を深められて

いない 

○焦点化し，序列を
付けさせたい 

 
○根拠をもって選
ばせたい 

焦点化す
る 

○重要な順に整理して番号を付けなさい。 

○この中で最も条件に適しているものはどれですか？ 

○～の視点でみたとき，最もよいと感じる考えはど

れですか？それは，なぜですか？ 
 
例）今日の推敲は，漢字のチェックを最重点にします。Ｐ６ 

 

 授業において，児童生徒の思考を深めさせたり，思考が停滞した状況を改善させたり
するためには，教師の発問・指示が重要であり，このことは，国語科に限らず教科等横
断的に活用できる教師の言語技術です。 
 児童生徒を深い学びに導くために，授業づくりの際，又は実際の授業場面において状
況に応じて活用することが，どの教科の指導においても大切です。 
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 過去１３回の全国学力・学習状況調査の結果分析から，本市の児童生徒に課題が見ら

れる内容に関わる学習プリントを作成しました。これらの内容は，当該単元において学

習した際には理解できているものの，その後の反復的な学習の機会が十分に得られなか

ったことが課題となった原因の１つと考えられます。 

 旭川市ＨＰからダウンロードして，必要なプリントのみを印刷することができますの

で，当該単元の学習後，長期休業中や学期末・年度末など様々な機会において，児童生

徒の実態に合わせて御活用ください。 

「平成２９年度全国学力・学習状況調査 結果報

告書」から，「【旭川市版】漢字学習プリント」を

ダウンロードすることができます。 

取り組むことが可能な学年が「○

年生以上」と示してあり，目安と

なりますが，どのプリントも中学

生にとっても大切な内容です。 

これまでの調査結果から明らか

になった旭川市の子どもたちの

課題となっている内容について，

出題しています。 

様々な機会に，繰り返し取り組む

ことが大切です。 

解答編もある

ので，自学にも

活用すること

が可能です。 

「平成３０年度全国学力・学習状況調査 結果

報告書」から，昨年度作成した１５枚の学習プ

リントをダウンロードすることができます。 



 

〔知識及び技能〕（１） 言葉の使い方に関する事項 
 (小)第１学年及び第２学年 (小)第３学年及び第４学年 (小)第５学年及び第６学年 (中)第１学年 (中)第２学年 (中)第３学年 

言葉の働

き 

ア 言葉には，事物の内容を

表す働きや，経験したこと

を伝える働きがあること

に気付くこと。 

ア 言葉には，考えたことや

思ったことを表す働きが

あることに気付くこと。 

ア 言葉には，相手とのつな

がりをつくる働きがある

ことに気付くこと。 

 ア 言葉には，相手の行動を

促す働きがあることに気

付くこと。 

 

話し言葉

と書き言

葉 

 

 

 

イ 音節と文字との関係，ア

クセントによる語の意味

の違いなどに気付くとと

もに，姿勢や口形，発声や

発音に注意して話すこと。 

 

ウ 長音，拗音，促音，撥音

などの表記，助詞の「は」，

「へ」及び「を」の使い方，

句読点の打ち方，かぎ

（「 」）の使い方を理解し

て文や文章の中で使うこ

と。また，平仮名及び片仮

名を読み，書くとともに，

片仮名で書く語の種類を

知り，文や文章の中で使う

こと。 

 

 

 

イ 相手を見て話したり聞

いたりするとともに，言葉

の抑揚や強弱，間の取り方

などに注意して話すこと。 

 

 

ウ 漢字と仮名を用いた表

記，送り仮名の付け方，改

行の仕方を理解して文や

文章の中で使うとともに，

句読点を適切に打つこと。

また，第３学年において

は，日常使われている簡単

な単語について，ローマ字

で表記されたものを読み，

ローマ字で書くこと。 

 

 

 

イ 話し言葉と書き言葉と

の違いに気付くこと。 

 

 

 

 

ウ 文や文章の中で漢字と

仮名を適切に使い分ける

とともに，送り仮名や仮名

遣いに注意して正しく書

くこと。 

ア 音声の働きや仕組みに

ついて，理解を深めるこ

と。 

 

 

 

イ 話し言葉と書き言葉の

特徴について理解するこ

と。 

 

 

漢字 

エ 第１学年においては，別

表の学年別漢字配当表（以

下「学年別漢字配当表」と

いう。）の第１学年に配当

されている漢字を読み，漸

次書き，文や文章の中で使

うこと。第２学年において

は，学年別漢字配当表の第

２学年までに配当されて

エ 第３学年及び第４学年

の各学年においては，学年

別漢字配当表の当該学年

までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該

学年の前の学年までに配

当されている漢字を書き，

文や文章の中で使うとと

もに，当該学年に配当され

エ 第５学年及び第６学年

の各学年においては，学年

別漢字配当表の当該学年

までに配当されている漢

字を読むこと。また，当該

学年の前の学年までに配

当されている漢字を書き，

文や文章の中で使うとと

もに，当該学年に配当され

イ 小学校学習指導要領第

２章第１節国語の学年別

漢字配当表に示されてい

る漢字に加え，その他の常

用漢字のうち 300字程度か

ら 400 字程度までの漢字

を読むこと。また，学年別

漢字配当表の漢字のうち

900 字程度の漢字を書き，

ウ 第１学年までに学習し

た常用漢字に加え，その他

の常用漢字のうち 350 字

程度から 450 字程度まで

の漢字を読むこと。また，

学年別漢字配当表に示さ

れている漢字を書き，文や

文章の中で使うこと。 

ア 第２学年までに学習し

た常用漢字に加え，その他

の常用漢字の大体を読む

こと。また，学年別漢字配

当表に示されている漢字

について，文や文章の中で

使い慣れること。 

―
２
８
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いる漢字を読むこと。ま

た，第１学年に配当されて

いる漢字を書き，文や文章

の中で使うとともに，第２

学年に配当されている漢

字を漸次書き，文や文章の

中で使うこと。 

ている漢字を漸次書き，文

や文章の中で使うこと。 

ている漢字を漸次書き，文

や文章の中で使うこと。 

文や文章の中で使うこと。 

語彙 

オ 身近なことを表す語句

の量を増し，話や文章の中

で使うとともに，言葉には

意味による語句のまとま

りがあることに気付き，語

彙を豊かにすること。 

オ 様子や行動，気持ちや性

格を表す語句の量を増し，

話や文章の中で使うとと

もに，言葉には性質や役割

による語句のまとまりが

あることを理解し，語彙を

豊かにすること。 

オ 思考に関わる語句の量

を増し，話や文章の中で使

うとともに，語句と語句と

の関係，語句の構成や変化

について理解し，語彙を豊

かにすること。また，語感

や言葉の使い方に対する

感覚を意識して，語や語句

を使うこと。 

ウ 事象や行為，心情を表す

語句の量を増すとともに，

語句の辞書的な意味と文

脈上の意味との関係に注

意して話や文章の中で使

うことを通して，語感を磨

き語彙を豊かにすること。 

エ 抽象的な概念を表す語

句の量を増すとともに，類

義語と対義語，同音異義語

や多義的な意味を表す語

句などについて理解し，話

や文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を

豊かにすること。 

イ 理解したり表現したり

するために必要な語句の

量を増し，慣用句や四字熟

語などについて理解を深

め，話や文章の中で使うと

ともに，和語，漢語，外来

語などを使い分けること

を通して，語感を磨き語彙

を豊かにすること。 

文や文章 

カ 文の中における主語と

述語との関係に気付くこ

と。 

カ 主語と述語との関係，修

飾と被修飾との関係，指示

する語句と接続する語句

の役割，段落の役割につい

て理解すること。 

カ 文の中での語句の係り

方や語順，文と文との接続

の関係，話や文章の構成や

展開，話や文章の種類とそ

の特徴について理解する

こと。 

エ 単語の類別について理

解するとともに，指示する

語句と接続する語句の役

割について理解を深める

こと。 

オ 単語の活用，助詞や助動

詞などの働き，文の成分の

順序や照応など文の構成

について理解するととも

に，話や文章の構成や展開

について理解を深めるこ

と。 

ウ 話や文章の種類とその

特徴について理解を深め

ること。 

言葉遣い 

キ 丁寧な言葉と普通の言

葉との違いに気を付けて

使うとともに，敬体で書か

れた文章に慣れること。 

キ 丁寧な言葉を使うとと

もに，敬体と常体との違い

に注意しながら書くこと。 

キ 日常よく使われる敬語

を理解し使い慣れること。 

 カ 敬語の働きについて理

解し，話や文章の中で使う

こと。 

エ 敬語などの相手や場に

応じた言葉遣いを理解し，

適切に使うこと。 

表現の技

法 

  ク 比喩や反復などの表現

の工夫に気付くこと。 

オ 比喩，反復，倒置，体言

止めなどの表現の技法を

理解し使うこと。 

  

音読，朗

読 

ク 語のまとまりや言葉の

響きなどに気を付けて音

読すること。 

ク 文章全体の構成や内容

の大体を意識しながら音

読すること。 

ケ 文章を音読したり朗読

したりすること。 

   

―
２
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〔知識及び技能〕（２） 情報の扱い方に関する事項 
 (小)第１学年及び第２学年 (小)第３学年及び第４学年 (小)第５学年及び第６学年 (中)第１学年 (中)第２学年 (中)第３学年 

情報と情

報との関

係 

ア 共通，相違，事柄の順序

など情報と情報との関係

について理解すること。 

 

ア 考えとそれを支える理

由や事例，全体と中心など

情報と情報との関係につ

いて理解すること。 

ア 原因と結果など情報と

情報との関係について理

解すること。 

 

ア 原因と結果，意見と根拠

など情報と情報との関係

について理解すること。 

 

ア 意見と根拠，具体と抽象

など情報と情報との関係

について理解すること。 

 

ア 具体と抽象など情報と

情報との関係について理

解を深めること。 

 

情報の整

理 

 イ 比較や分類の仕方，必要

な語句などの書き留め方，

引用の仕方や出典の示し

方，辞書や事典の使い方を

理解し使うこと。 

イ 情報と情報との関係付

けの仕方，図などによる語

句と語句との関係の表し

方を理解し使うこと。 

イ 比較や分類，関係付けな

どの情報の整理の仕方，引

用の仕方や出典の示し方

について理解を深め，それ

らを使うこと。 

イ 情報と情報との関係の

様々な表し方を理解し使

うこと。 

 

イ 情報の信頼性の確かめ

方を理解し使うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―
３
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〔知識及び技能〕（３） 我が国の言語文化に関する事項 
 (小)第１学年及び第２学年 (小)第３学年及び第４学年 (小)第５学年及び第６学年 (中)第１学年 (中)第２学年 (中)第３学年 

伝統的な

言語文化 

ア 昔話や神話・伝承などの

読み聞かせを聞くなどし

て，我が国の伝統的な言語

文化に親しむこと。 

 

 

イ 長く親しまれている言

葉遊びを通して，言葉の豊

かさに気付くこと。 

 

ア 易しい文語調の短歌や

俳句を音読したり暗唱し

たりするなどして，言葉の

響きやリズムに親しむこ

と。 

 

イ 長い間使われてきたこ

とわざや慣用句，故事成語

などの意味を知り，使うこ

と。 

 

ア 親しみやすい古文や漢

文，近代以降の文語調の文

章を音読するなどして，言

葉の響きやリズムに親し

むこと。 

 

イ 古典について解説した文章

を読んだり作品の内容の大体

を知ったりすることを通し

て，昔の人のものの見方や感

じ方を知ること。 

ア 音読に必要な文語のき

まりや訓読の仕方を知り，

古文や漢文を音読し，古典

特有のリズムを通して，古

典の世界に親しむこと。 

 

イ 古典には様々な種類の

作品があることを知るこ

と。 

 

ア 作品の特徴を生かして

朗読するなどして，古典の

世界に親しむこと。 

 

 

 

イ 現代語訳や語注などを

手掛かりに作品を読むこ

とを通して，古典に表れた

ものの見方や考え方を知

ること。 

ア 歴史的背景などに注意

して古典を読むことを通

して，その世界に親しむこ

と。 

 

 

イ 長く親しまれている言

葉や古典の一節を引用す

るなどして使うこと。 

言葉の由

来や変化 

 ウ 漢字が，へんやつくりな

どから構成されているこ

とについて理解すること。 

 

ウ 語句の由来などに関心

をもつとともに，時間の経

過による言葉の変化や世代

による言葉の違いに気付

き，共通語と方言との違い

を理解すること。また，仮

名及び漢字の由来，特質な

どについて理解すること。 

ウ 共通語と方言の果たす

役割について理解するこ

と。 

 ウ 時間の経過による言葉

の変化や世代による言葉

の違いについて理解する

こと。 

書写 

ウ 書写に関する次の事項

を理解し使うこと。 

(ｱ) 姿勢や筆記具の持ち

方を正しくして書くこ

と。 

(ｲ) 点画の書き方や文字

の形に注意しながら，筆

順に従って丁寧に書く

こと。 

(ｳ) 点画相互の接し方や

交わり方，長短や方向な

どに注意して，文字を正

しく書くこと。 

エ 書写に関する次の事項

を理解し使うこと。 

(ｱ) 文字の組立て方を理

解し，形を整えて書くこ

と。 

(ｲ) 漢字や仮名の大きさ，

配列に注意して書くこ

と。 

(ｳ) 毛筆を使用して点画

の書き方への理解を深

め，筆圧などに注意して

書くこと。 

エ 書写に関する次の事項

を理解し使うこと。 

(ｱ) 用紙全体との関係に

注意して，文字の大きさ

や配列などを決めると

ともに，書く速さを意識

して書くこと。 

(ｲ) 毛筆を使用して，穂先

の動きと点画のつなが

りを意識して書くこと。 

(ｳ) 目的に応じて使用す

る筆記具を選び，その特

徴を生かして書くこと。 

エ 書写に関する次の事項 

を理解し使うこと。 

(ｱ) 字形を整え，文字の大

きさ，配列などについて

理解して，楷書で書くこ

と。 

(ｲ) 漢字の行書の基礎的

な書き方を理解して，身

近な文字を行書で書く

こと。 

 

ウ 書写に関する次の事項

を理解し使うこと。 

(ｱ) 漢字の行書とそれに

調和した仮名の書き方

を理解して，読みやすく

速く書くこと。 

(ｲ) 目的や必要に応じて，

楷書又は行書を選んで

書くこと。 

 

エ 書写に関する次の事項

を理解し使うこと。 

(ｱ) 身の回りの多様な表

現を通して文字文化の

豊かさに触れ，効果的に

文字を書くこと。 

読書 

エ 読書に親しみ，いろいろ

な本があることを知るこ

と。 

 

オ 幅広く読書に親しみ，読

書が，必要な知識や情報を

得ることに役立つことに

気付くこと。 

オ 日常的に読書に親しみ，

読書が，自分の考えを広げ

ることに役立つことに気

付くこと。 

オ 読書が，知識や情報を得

たり，自分の考えを広げた

りすることに役立つこと

を理解すること。 

 

エ 本や文章などには，様々

な立場や考え方が書かれ

ていることを知り，自分の

考えを広げたり深めたり

する読書に生かすこと。 

オ 自分の生き方や社会と

の関わり方を支える読書

の意義と効用について理

解すること。 

―
３
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〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ 話すこと・聞くこと 
  (小)第１学年及び第２学年 (小)第３学年及び第４学年 (小)第５学年及び第６学年 (中)第１学年 (中)第２学年 (中)第３学年 

話

す

こ

と 

話題の
設定 

ア 身近なことや経験した

ことなどから話題を決め，

伝え合うために必要な事

柄を選ぶこと。 

 

ア 目的を意識して，日常生

活の中から話題を決め，集

めた材料を比較したり分類

したりして，伝え合うため

に必要な事柄を選ぶこと。 

ア 目的や意図に応じて，日

常生活の中から話題を決

め，集めた材料を分類した

り関係付けたりして，伝え

合う内容を検討すること。 

ア 目的や場面に応じて，日

常生活の中から話題を決

め，集めた材料を整理し，

伝え合う内容を検討する

こと。 

ア 目的や場面に応じて，社会

生活の中から話題を決め，異

なる立場や考えを想定しなが

ら集めた材料を整理し，伝え

合う内容を検討すること。 

ア 目的や場面に応じて，社

会生活の中から話題を決

め，多様な考えを想定しな

がら材料を整理し，伝え合

う内容を検討すること。 

情報の
収集 
内容の
検討 

構成の

検討 

イ 相手に伝わるように，行

動したことや経験したこ

とに基づいて，話す事柄の

順序を考えること。 

イ 相手に伝わるように，理

由や事例などを挙げなが

ら，話の中心が明確になる

よう話の構成を考えるこ

と。 

イ 話の内容が明確になる

ように，事実と感想，意見

とを区別するなど，話の構

成を考えること。 

イ 自分の考えや根拠が明確

になるように，話の中心的な

部分と付加的な部分，事実と

意見との関係などに注意し

て，話の構成を考えること。 

イ 自分の立場や考えが明

確になるように，根拠の適

切さや論理の展開などに

注意して，話の構成を工夫

すること。 

イ 自分の立場や考えを明

確にし，相手を説得できる

ように論理の展開などを

考えて，話の構成を工夫す

ること。 

考えの

形成 

表現 
ウ 伝えたい事柄や相手に

応じて，声の大きさや速さ

などを工夫すること。 

ウ 話の中心や話す場面を

意識して，言葉の抑揚や強

弱，間の取り方などを工夫

すること。 

ウ 資料を活用するなどし

て，自分の考えが伝わるよ

うに表現を工夫すること。 

ウ 相手の反応を踏まえな

がら，自分の考えが分かり

やすく伝わるように表現

を工夫すること。 

ウ 資料や機器を用いるな

どして，自分の考えが分か

りやすく伝わるように表

現を工夫すること。 

ウ 場の状況に応じて言葉

を選ぶなど，自分の考えが

分かりやすく伝わるよう

に表現を工夫すること。 
共有 

聞

く

こ

と 

話題の

設定 

【再掲】 

ア 身近なことや経験した

ことなどから話題を決め，

伝え合うために必要な事

柄を選ぶこと。 

【再掲】 

ア 目的を意識して，日常生

活の中から話題を決め，集

めた材料を比較したり分類

したりして，伝え合うため

に必要な事柄を選ぶこと。 

【再掲】 

ア 目的や意図に応じて，日

常生活の中から話題を決

め，集めた材料を分類した

り関係付けたりして，伝え

合う内容を検討すること。 

【再掲】 

ア 目的や場面に応じて，日

常生活の中から話題を決

め，集めた材料を整理し，

伝え合う内容を検討する

こと。 

【再掲】 

ア 目的や場面に応じて，社会

生活の中から話題を決め，異

なる立場や考えを想定しなが

ら集めた材料を整理し，伝え

合う内容を検討すること。 

【再掲】 

ア 目的や場面に応じて，社

会生活の中から話題を決

め，多様な考えを想定しな

がら材料を整理し，伝え合

う内容を検討すること。 

情報の

収集 

構造と内
容の把握 

エ 話し手が知らせたいこ

とや自分が聞きたいこと

を落とさないように集中

して聞き，話の内容を捉え

て感想をもつこと。 

 

エ 必要なことを記録した

り質問したりしながら聞

き，話し手が伝えたいこと

や自分が聞きたいことの

中心を捉え，自分の考えを

もつこと。 

エ 話し手の目的や自分が

聞こうとする意図に応じ

て，話の内容を捉え，話し

手の考えと比較しながら，

自分の考えをまとめるこ

と。 

エ 必要に応じて記録した

り質問したりしながら話

の内容を捉え，共通点や相

違点などを踏まえて，自分

の考えをまとめること。 

エ 論理の展開などに注意

して聞き，話し手の考えと

比較しながら，自分の考え

をまとめること。 

 

エ 話の展開を予測しなが

ら聞き，聞き取った内容や

表現の仕方を評価して，自

分の考えを広げたり深め

たりすること。 

精査・
解釈 
考えの
形成 

共有 

話

し

合

う

こ

と 

話題の

設定 

【再掲】 

ア 身近なことや経験した

ことなどから話題を決め，

伝え合うために必要な事

柄を選ぶこと。 

【再掲】 

ア 目的を意識して，日常生

活の中から話題を決め，集

めた材料を比較したり分類

したりして，伝え合うため

に必要な事柄を選ぶこと。 

【再掲】 

ア 目的や意図に応じて，日

常生活の中から話題を決

め，集めた材料を分類した

り関係付けたりして，伝え

合う内容を検討すること。 

【再掲】 

ア 目的や場面に応じて，日

常生活の中から話題を決

め，集めた材料を整理し，

伝え合う内容を検討する

こと。 

【再掲】 

ア 目的や場面に応じて，社会

生活の中から話題を決め，異

なる立場や考えを想定しなが

ら集めた材料を整理し，伝え

合う内容を検討すること。 

【再掲】 

ア 目的や場面に応じて，社

会生活の中から話題を決

め，多様な考えを想定しな

がら材料を整理し，伝え合

う内容を検討すること。 

情報の

収集 

内容の

検討 

話合いの
進め方の
検討 

オ 互いの話に関心をもち，

相手の発言を受けて話を

つなぐこと。 

オ 目的や進め方を確認し，

司会などの役割を果たしな

がら話し合い，互いの意見

の共通点や相違点に着目し

て，考えをまとめること。 

オ 互いの立場や意図を明

確にしながら計画的に話

し合い，考えを広げたりま

とめたりすること。 

オ 話題や展開を捉えなが

ら話し合い，互いの発言を

結び付けて考えをまとめ

ること。 

 

オ 互いの立場や考えを尊

重しながら話し合い，結論

を導くために考えをまと

めること。 

 

オ 進行の仕方を工夫した

り互いの発言を生かした

りしながら話し合い，合意

形成に向けて考えを広げ

たり深めたりすること。 

考えの
形成 

共有 

―
３
２
－

 



〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ 書くこと 
 (小)第１学年及び第２学年 (小)第３学年及び第４学年 (小)第５学年及び第６学年 (中)第１学年 (中)第２学年 (中)第３学年 

題材の設定 
ア 経験したことや想像し

たことなどから書くこと

を見付け，必要な事柄を集

めたり確かめたりして，伝

えたいことを明確にする

こと。 

 

ア 相手や目的を意識して，

経験したことや想像した

ことなどから書くことを

選び，集めた材料を比較し

たり分類したりして，伝え

たいことを明確にするこ

と。 

ア 目的や意図に応じて，感

じたことや考えたことな

どから書くことを選び，集

めた材料を分類したり関

係付けたりして，伝えたい

ことを明確にすること。 

ア 目的や意図に応じて，日

常生活の中から題材を決

め，集めた材料を整理し，

伝えたいことを明確にす

ること。 

ア 目的や意図に応じて，社

会生活の中から題材を決

め，多様な方法で集めた材

料を整理し，伝えたいこと

を明確にすること。 

ア 目的や意図に応じて，社

会生活の中から題材を決

め，集めた材料の客観性や

信頼性を確認し，伝えたい

ことを明確にすること。 

情報の収集 

内容の検討 

構成の検討 

イ 自分の思いや考えが明

確になるように，事柄の順

序に沿って簡単な構成を

考えること。 

イ 書く内容の中心を明確

にし，内容のまとまりで段

落をつくったり，段落相互

の関係に注意したりして，

文章の構成を考えること。 

イ 筋道の通った文章とな

るように，文章全体の構成

や展開を考えること。 

イ 書く内容の中心が明確

になるように，段落の役割

などを意識して文章の構

成や展開を考えること。 

イ 伝えたいことが分かり

やすく伝わるように，段落

相互の関係などを明確に

し，文章の構成や展開を工

夫すること。 

イ 文章の種類を選択し，多

様な読み手を説得できる

ように論理の展開などを

考えて，文章の構成を工夫

すること。 

考えの形成 

ウ 語と語や文と文との続

き方に注意しながら，内容

のまとまりが分かるよう

に書き表し方を工夫する

こと。 

ウ 自分の考えとそれを支

える理由や事例との関係

を明確にして，書き表し方

を工夫すること。 

ウ 目的や意図に応じて簡

単に書いたり詳しく書い

たりするとともに，事実と

感想，意見とを区別して書

いたりするなど，自分の考

えが伝わるように書き表

し方を工夫すること。 

 

エ 引用したり，図表やグラ

フなどを用いたりして，自

分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫するこ

と。 

ウ 根拠を明確にしながら，

自分の考えが伝わる文章

になるように工夫するこ

と。 

 

ウ 根拠の適切さを考えて

説明や具体例を加えたり，

表現の効果を考えて描写

したりするなど，自分の考

えが伝わる文章になるよ

うに工夫すること。 

ウ 表現の仕方を考えたり

資料を適切に引用したり

するなど，自分の考えが分

かりやすく伝わる文章に

なるように工夫すること。 

記述 

推敲 

エ 文章を読み返す習慣を

付けるとともに，間違いを

正したり，語と語や文と文

との続き方を確かめたり

すること。 

エ 間違いを正したり，相手

や目的を意識した表現に

なっているかを確かめた

りして，文や文章を整える

こと。 

オ 文章全体の構成や書き

表し方などに着目して，文

や文章を整えること。 

エ 読み手の立場に立って，

表記や語句の用法，叙述の

仕方などを確かめて，文章

を整えること。 

エ 読み手の立場に立って，

表現の効果などを確かめ

て，文章を整えること。 

エ 目的や意図に応じた表

現になっているかなどを

確かめて，文章全体を整え

ること。 

共有 

オ 文章に対する感想を伝

え合い，自分の文章の内容

や表現のよいところを見

付けること。 

オ 書こうとしたことが明

確になっているかなど，文

章に対する感想や意見を

伝え合い，自分の文章のよ

いところを見付けること。 

カ 文章全体の構成や展開

が明確になっているかな

ど，文章に対する感想や意

見を伝え合い，自分の文章

のよいところを見付ける

こと。 

オ 根拠の明確さなどにつ

いて，読み手からの助言な

どを踏まえ，自分の文章の

よい点や改善点を見いだ

すこと。 

オ 表現の工夫とその効果

などについて，読み手から

の助言などを踏まえ，自分

の文章のよい点や改善点

を見いだすこと。 

オ 論理の展開などについ

て，読み手からの助言など

を踏まえ，自分の文章のよ

い点や改善点を見いだす

こと。 

―
３
３
－

 



〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ 読むこと 
  (小)第１学年及び第２学年 (小)第３学年及び第４学年 (小)第５学年及び第６学年 (中)第１学年 (中)第２学年 (中)第３学年 

構造と
内容の
把握 

説明的な
文章 

ア 時間的な順序や事柄の

順序などを考えながら，

内容の大体を捉えるこ

と。 

ア 段落相互の関係に着目

しながら，考えとそれを

支える理由や事例との関

係などについて，叙述を

基に捉えること。 

ア 事実と感想，意見など

との関係を叙述を基に押

さえ，文章全体の構成を

捉えて要旨を把握するこ

と。 

ア 文章の中心的な部分と

付加的な部分，事実と意

見との関係などについて

叙述を基に捉え，要旨を

把握すること。 

ア 文章全体と部分との関

係に注意しながら，主張

と例示との関係や登場人

物の設定の仕方などを捉

えること。 

ア 文章の種類を踏まえ

て，論理や物語の展開の

仕方などを捉えること。 

 

 文学的な
文章 

イ 場面の様子や登場人物

の行動など，内容の大体

を捉えること。 

イ 登場人物の行動や気持

ちなどについて，叙述を

基に捉えること。 

イ 登場人物の相互関係や

心情などについて，描写

を基に捉えること。 

イ 場面の展開や登場人物

の相互関係，心情の変化

などについて，描写を基

に捉えること。 

精査・ 

解釈 

説明的な

文章 

(文章の

内容) 

ウ 文章の中の重要な語や

文を考えて選び出すこ

と。 

ウ 目的を意識して，中心

となる語や文を見付けて

要約すること。 

ウ 目的に応じて，文章と

図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付

けたり，論の進め方につ

いて考えたりすること。 

ウ 目的に応じて必要な情

報に着目して要約した

り，場面と場面，場面と

描写などを結び付けたり

して，内容を解釈するこ

と。 

イ 目的に応じて複数の情

報を整理しながら適切な

情報を得たり，登場人物

の言動の意味などについ

て考えたりして，内容を

解釈すること。 

 

ウ 文章と図表などを結び

付け，その関係を踏まえ

て内容を解釈すること。 

イ 文章を批判的に読みな

がら，文章に表れている

ものの見方や考え方につ

いて考えること。 

文学的な

文章 

(文章の

形式) 

エ 場面の様子に着目し

て，登場人物の行動を具

体的に想像すること。 

エ 登場人物の気持ちの変

化や性格，情景について，

場面の移り変わりと結び

付けて具体的に想像する

こと。 

エ 人物像や物語などの全

体像を具体的に想像した

り，表現の効果を考えた

りすること。 

エ 文章の構成や展開，表

現の効果について，根拠

を明確にして考えるこ

と。 

エ 観点を明確にして文章

を比較するなどし，文章

の構成や論理の展開，表

現の効果について考える

こと。 

ウ 文章の構成や論理の展

開，表現の仕方について

評価すること。 

考えの形成 

オ 文章の内容と自分の体

験とを結び付けて，感想

をもつこと。 

オ 文章を読んで理解した

ことに基づいて，感想や

考えをもつこと。 

オ 文章を読んで理解した

ことに基づいて，自分の

考えをまとめること。 

オ 文章を読んで理解した

ことに基づいて，自分の

考えを確かなものにする

こと。 

 

オ 文章を読んで理解した

ことや考えたことを知識

や経験と結び付け，自分

の考えを広げたり深めた

りすること。 

エ 文章を読んで考えを広

げたり深めたりして，人

間，社会，自然などにつ

いて，自分の意見をもつ

こと。 

共有 

カ 文章を読んで感じたこ

とや分かったことを共有

すること。 

カ 文章を読んで感じたこ

とや考えたことを共有

し，一人一人の感じ方な

どに違いがあることに気

付くこと。 

カ 文章を読んでまとめた

意見や感想を共有し，自

分の考えを広げること。 

※精査・解釈の指導事項について，中学校は（  ） 

―
３
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